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三浦半島中部東岸の貝層の 14C年代

太田陽子・津 祥・三好真 澄

14C Ages of Holocene Shell Beds in Mid east Coast of the Miura Peninsula 

Yoko OTA・HiroshiSAW A and Masumi MTYOSHI 

1. はじめに

筆者らは， 三浦半島中部東岸の①横浜市金沢区泥

亀，①横須賀市馬堀町，①横須賀市久里浜の3地点

（図1〕の完新世海成it積物から4点の貝化石試料を

得たので，ここにそれらの14C年代を報告する。これ

らの貝類は， 土木 ・建設現場から得られたもので，そ

。

の産状・構成種 ・層準 ・高度等の観祭がやや不 1－分な

さらいがある。しかし完新世海成±fl積物は， 一般に露

頭に恵まれず，分析用試料の採取が図真Itなため，」ニ記

の試料の年代も本地域の完新世海水準に関する資料と

しては，役にたちう るものと考えられる。

三浦半島南部は地盤の隆起量が大きく，完新l並海成

、（官1

出；怯
t句。。

図1. 試料採取地点位 置 図

① ：横浜市金沢区泥亀 ・横浜市立八景小学校，② ：横須賀市馬堀町， ① ：横須賀市久里浜 ・横須賀市立工

業高校（国土地理院発行・1/50,000地形図 「横浜」・「横須賀」図幅を使用〉
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段丘が標高2om近くに達しており（松島，1976〕，海 より上部にくらべやや粗粒となり， 砂質シノレトからシ

成完新統から産出した貝について多数の年代測定が行 ノレ 卜質砂によって梢成され，貝殻片の混入は認められ

われている。それらは国土地迎院 〔1982）にまとめら ない。地表下5.5～5.7m C標高 2.5～ 2.7m）のシ

れている。横浜港周辺地域から横浜南部地域はi沈水域 ノレトj習中より産出した貝殻片の 14c 年代は，2650士

で，おぼれ谷に完新世海成地積物が厚く枇積し，その 120y. B. P. (GaK-10605〕である。 しかしこの貝殻片

iii:積環境が詳細に復元されている（松島， 1979）。性し はL、ずれも 5mm 以Tの小片で，種名の鑑定はできなか
かし，格の異なる両者の中間にあたる木地域では，従 った。

来完新世海成推積物の年代資料が乏しかった。そこで 地点① 〔横須賀市馬堀町26〕

本報告では，3地点の年代測定結果を示し，年代資既 測定値 1400土100y. B. P. 

存の料・ボーリング資料と総合して若干の考祭を加え 測定番号 GaK 10604 

る。 測定試料 貝殻（オニアサリ，Notochionejedoen-

調査にあたっては，横浜市教育委員会，横浜市建築 sis），鑑定者 松島義章

局建設jjf），横須賀市建築部営絡課，紛山下地質コンサ 採取高度標高0.9～1.5m 

ノレタントの梅沢俊一氏から年代測定用試料 ・地質柱状 採取地点北緯35°15’30＂，東経139°42’30"
図の提供を受けた。貝の鑑定は，神奈川県立博物館の 昭和57年8月に横須賀市馬堀向26の県道浦賀港線

松島義章氏にお願いした。14c年代測定は， 学習院大 で行われた道路工事現場で，地表下約2.5mまで地層

学木越邦彦教授に依頼した。以上の諸機関 ・方々にお を観察することができた。本地点は，1960年代に行わ

礼申し上げる。なお本調査に使用した費用の一部は， れた埋立て以前の海岸線より数百m内陸に位置し，椋

昭和57年度文部省科学研究費補助金（総合研究（A）「掘 高は約3mである。

削法による完新世海成段丘の形成過程に関する研究」 本露頭の壁面では（図2②〕，中～粗粒砂が観察さ

（代表者 ・太田陽子，課題番号56380027）による。 れ，その中程の士山表下1.5～2. lm〔標高0.9～1.5m〕

には， ウチムラサキ，オニアサリ を主としミ ガキボ

2. 試料採取地点と地質の概要 ラ，アズマニシキ等を含む形態、の保存のよい貝が，径

地点① （検浜市金沢区泥亀 ・横浜市立八景小学校〕 5C皿位の亜門1擦を混え密集する。当層準は，砂磯質域

測定値 2650土 120y. B. P. l や波食台岩礁域に生息する種が混在しており ，その産

測定番号 GaK-10605 

測定試料 貝殻片

採取高度標高 2.5～ー2.7m 

採取地点、 北緯35°20’20＂，東経 139°37’30”

横浜市立八景小学校は，宮川河口より約800m」二流

の左岸にあり，古平潟湾〔松島，1979)1窓口部1こ位置

し，楳高約3mである。本地点では新校舎建設に伴い

昭和57年7月に，基盤（暗灰色凝灰質砂岩〕に達する

深さ35mのポーリングが行われ，基盤上に32mにわた

り未聞結の砂 ・シノレトが厚く却積することが確認され

た（図2①〉。

地表下約19mまでは主にシノレトより構成され，多数

の貝殻片が含まれる。シノレト層最上部 （地表下2m前

後）では，1沙が薄くはさまる。地表下19m以深はそれ

状からみて波浪によりはき ょせられたものと考えられ

る。

地点① （横須賀市久里浜 ・横須賀市立工業高校）

試料 （上位の貝）

測定値 2210士100y. B. P. 

測定番号 GaK 10602 

測定試料 貝殻（サノレボウ， Seaρharcasubc何 一

nata〕鑑定者 松島義章

採取高度標高 ー0.5m

試料（下位の貝）

測定値 5010土140y. B. P 

測定番号 GaK-10603

測定試料 貝殻（サノレボウ，Sc,ゆharcasubcre・ 

nata）鑑定者松島義挙

図2. 試料採取地点地質柱状図及び貝のi.c年代〔p.87〕
① ：横浜市立八景小学校特殊教育棟新築工事に伴う地質調査（昭和57年〕 ，② ：横須賀市馬堀lllJにおける

道路工事の際の露頭観察，① ：横須賀市立工業高等学校敷地地質調査（昭和58年）

1：粘土，2：シルト質粘土，3：シノレト，4：粘土質シノレト， 5：砂質シノレト，6：砂， 7：シノレト質

砂＇ 8：貝殻，9：基盤， 10：埋土
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a:* b ：・
図3 三浦半島中部東岸における完新世海成耳I：積物の14C年代と試料採取高度

a：本調査の資料， b：既存の資料（松島，1976,1979, 1980 ；熊木， 1982；建設省国土地活！院

1982〕．上の数字は試料採取高度（m). 下の数字は14C年代（y.B. P.) (Libby年代〉． 活断層

については太田ほか（1982〕による．

採取高度標高ー2.5～－3.5m た（図2①〉。

採取地点 北綿35°13'20＂，東経139°42'30" 図2①をみると，深度約11m（様高 8. 5m〕まで

本地点は平作川河口より約500m＿七流の左岸にあり， はシノレト質細砂 ・細砂 ・中砂がみられ， 上部ほど粗粒

古平作湾（松島，1980）湾口に位置し， 様高は約2.5 となる。深度約nmより下部は， より細粒で，シノレ卜

mてeある。昭和57年8月に横須賀市立工業高校の非常 質粘土および粘土層が基盤まてe約47m1こわたって厚く

用貯水装置現場で，地表下約6mまで暗青灰色砂層が 椛積している。深度約2m（襟高0.5m）から深度35m

確認された。また昭和58年6月には，問校新校舎建設 （標高 32. 5m ） には員殻片を混入する。工事中に1~主

に伴い，基盤に達する深さ58mのボーリングが行われ 認された砂層は，図2①最上部の中粒砂j習に相当する
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表1 三浦半島中部東岸における完新｜投海成ijl積物のHC年代

Localitv Code No. 14-C age Altitude Materエa1 Reference 
(y.B.P.) of 

(Libby y.) sample(m) 

工 GaK-10605 2650士120 -2.5～－2.7 shell this paper 

2 GaK-10604 1400+100 0 . 9~1.5 shell 

3 GaK-10602 2210+100 -0.5 shell 

GaK-10603 5010+140 -2.5～－3.5 shell 

A N-3082 1290+90 -2.0 shell Matsushima 

N-2989 2580+85 -5.5 shell (1979) 

N-3083 2850+90 -8.0 shell 

GaK-7128 7600+160 一12.5～－13.。shell 
GaK-7127 7260+160 -14.0吋－14.5 shell 

N-3084 7390+105 -15.5 shell 

B N-2988 6520+100 7. 5 shell Matsushima 

(1980) 

c TH-586 2290+120 ー7.5 shell G.S.I. (1982) 

D TH-585 3680+130 6.3 

E TH-587 5290+150 9. 5 

F N-3767 7300+100 4. 0 

ものと考えられる。工事現場では，壁面をパイノレでお

おう工法のため，露頭を直接観察することはできなか

った。そこで，作業員からの閥き取りによって貝の産

出高度を認定し，掘り上げられた砂層中より貝の採取

を行った。それによれば，地表下3m 〔標高一0.5m〕

と地表下5～6m〔標高一2.5～－3.5m〕に貝の集中

する層準が認められ，その他の層準lま締まったH音青灰

色の中～粗粒1沙からなる。上位の貝は，サノレポウ，バ

カガイ，オニアサリを主とし，ツメタガイ，インコガ

イ，アズマニシキ， トコブシ等を含む。下位の貝は，

サノレボウ，バカガイ，オニアサリを主とし，アズマニ

シキ，アサリ，ウチムラサキ，ツメタガイ，イタヤガ

イ，パイ，カリガネガイ等を含む。貝殻は，いずれも

保存が良い。これらは，砂機質域，湾央部！沙質城，波

食台岩礁、域なとに生息する砲が，混在し， 波浪によっ

てはきょせられたものと考えられる。標高 0.5 mの

上位の貝から得られた 1•c 年代は 2210 ± 100y. B. P. 

(GaK-10602）襟，高－2.5～ー3.5mの下位の貝は5010

土140y. B. P.〔GaK-10603）である。

shell 

shell 

shell Kumaki (1982) 

3.考察

今回3地点で得られた4つの年代測定用試料は，い

ずれもその産状を露頭観察によって十分に確認できな

かった欠点を もっている。また貝の種の鑑定の行われ

た地点Cf③では，砂1際質域に生息するウチムラサキ，

オニアサリ ，湾央官日l沙質城に生息するサノレボウ，波食

台岩礁域に生息する ミガキボラ，アズマニシキなどの

異なる生息環境に属する極が同一層準に見られので，

これらの貝は現地性のものではなく，波うち際付近に

はきょせられたものと考えられる。したがって，今回

得られた貝は生息環境を復元するのには適さないが，

当時の海水準を知るうえでは有効なものと考え，以下

で考察を行う。図3・表1は，調査地域周辺で得られ

た海生の貝の既存の年代測定値と高度，および今回得

られた資本＋をまとめたものである。

今回の3地点の年代資料は，いずれも海成の砂，シ

ノレ ト層の上限近くから得られたもので（図2），約2000

年前の値を示す。したがって本地域は，縄文海進最頂

期（6000～6500y. B. P.）以降も相対的な沈降域であ
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ったことが明らかになった。 これは 地点A （松島， の年代 ：2290土120y. B. P. (TH 586〕はよく似てい

1979〕で得られた結果と同傾向を示すものである。 るが，その標高は11ti・者でー0.5m，後者でー7.5mと大

次に，地点①の2つの年代iJ!IJ定値は， 2～3mの深 きく違う。また地点Bの貝〔マガキ〉は，地点①の下

度の違いで3000年弱の差がある。 これは， 束京西湾岸 位の貝（サノレポウ〉の標高と比べても著しく高い。 こ

や鎌倉，逗子付近にみられるおぼれ谷の湾口部に発達 れら 3地点は古平作湾に位置するので，同じよ うな年

する上部砂層が，いずれも3000年前以降である（松島 代の貝は本来ほぼ岡高度に産出すると考えられる。し

1984）ことから，上位の年代は上部砂層の形成年代を たがってこれらの貝の高度差は，衣笠断層の トレース

示すが，下位のものは試料産状から判断してlil：積物の が何本にも分岐し（太田ほか， 1982）平作川低地中ま

年代より 古い値を示した可能性が高い。 なお，地点 で延び，完新世I乱積物に変位を与えていることを示唆

①，①の年代は，上部砂層の形成期を示していると考 する ものかもしれない。

えられる。 また，地点①と③で米固絡の厚いlil＇積物

（それぞれ約30m,ii: 〕60m〕が椛認されたが，途i:j:i,

層相，N値に大きな変化は認められず（区12), これ

らがすべて完新統なのか， あるいは下部に更新統の未

固結な椛積物が介在するのかは不明である。

最後に図3・表1を用いて，本地域の地殻変動につ

いて若干の考察を加える。地点③の下位の貝（サノレボ

ウ〕の年代 ：5010士140y. B. P. (GaK 10603）と地点

Eの貝（種は不明）の年代： 5290±150y. B. P. (TH-

587）は，よく似ている。 しかしその標高は，地点③

で－2.5～ 3.5m，地点Eでは9.5mで，衣笠断層と

北武断層を境に南西側が 12～13m高い。 この高度差

は， 完新世における衣笠断層と北武断層の変位を表わ

すものかもしれない。 北武断層は，地形から判断す

ると北東上がりの成分を持つものと考えられ，松島

(1980）でも述べられているよ うに， 今回の結果は一

見矛盾するように見える。しかし衣笠断層に注目する

と，これより北東側の年代測定値の様高は，いずれも

南西側にくらべて低く，衣笠断層は三浦半島南部の隆

起域とそれより北側の沈降域との境界として理解され

よう。地点①の上位の貝 （サノレボウ〉の年代 ：2210士

100 y. B. P. (GaK 10602）と地点、Cの貝〔極は不明〉
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